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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第94期
第３四半期
累計期間

第95期
第３四半期
累計期間

第94期

会計期間
自 平成25年４月１日

至 平成25年12月31日

自 平成26年４月１日

至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日

至 平成26年３月31日

売上高 （千円） 4,836,361 5,038,933 6,435,364

経常利益 （千円） 93,065 47,033 129,680

四半期（当期）純利益 （千円） 111,658 61,419 174,037

持分法を適用した場合の
投資利益

（千円） － － －

資本金 （千円） 2,394,398 2,394,398 2,394,398

発行済株式総数 （千株） 62,280 62,280 62,280

純資産額 （千円） 2,040,507 2,134,921 2,009,738

総資産額 （千円） 5,661,146 6,075,268 5,714,644

１株当たり四半期（当期）純
利益金額

（円） 1.79 0.98 2.80

潜在株式調整後１株当たり四
半期（当期）純利益金額

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 35.9 35.1 35.2
 

　

回次
第94期
第３四半期
会計期間

第95期
第３四半期
会計期間

会計期間
自 平成25年10月１日

至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日

至 平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 0.86 0.96
 

(注) １  当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては、記載しておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  当社は子会社株式及び関連会社株式を有していないので、持分法を適用した場合の投資利益については、記

載しておりません。

４  潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。
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２ 【事業の内容】

 当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

また、当社は関係会社を有しておらず、その異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行なわれておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1)  業績の状況

当第３四半期累計期間（平成26年４月１日～平成26年12月31日）におけるわが国経済は、大手を中心とした企業

業績の回復等により景気回復の兆しは見えるものの、個人消費の伸び悩みや急速に変動する為替相場への警戒感か

ら、景気の先行きは依然不透明な状況にあります。

当業界におきましては、規制緩和と荷主メーカーの大幅な物流コスト見直しにより低価格化競争が続き、引き続

き厳しい環境にあります。　

このような状況の中、当社におきましては、新規取引をはじめ受注の拡大に取組んでまいりました。

当第３四半期会計期間（平成26年10月１日～平成26年12月31日）における当社の業績は、急速に回復してまいり

ました。主な要因として、比較的取引採算の良好な業者を中心に受注が増加したこと等があります。

しかしながら、第２四半期会計期間（平成26年７月１日～平成26年９月30日）における利益の落ち込みが大き

かったため、当第３四半期累計期間の業績は、好調であった前年同四半期累計期間と比較すると、利益面で大幅に

減少しております。受取家賃の増加等により、営業外損益は増加しております。また、特別利益25百万円のうち22

百万円は、投資有価証券売却益であります。

この結果、当第３四半期累計期間における営業収入は、5,038,933千円で、前年同四半期累計期間と比べ、

202,572千円（4.2％）の増収となりました。しかしながら、営業利益は9,696千円で、前年同四半期累計期間と比

べ、72,730千円（88.2％）の減益、経常利益は47,033千円で、前年同四半期累計期間と比べ、46,031千円

（49.5％）の減益となりました。また、四半期純利益は61,419千円となり、前年同四半期累計期間と比べ、50,239

千円（45.0%）の減益となりました。

 

各セグメントの業績の状況は次の通りであります。　

①港湾運送事業

当社の主要セグメントである当セグメントにおきましては、円安継続の影響により、輸出関連の収入は堅調に推

移したものの、輸入関連の収入は厳しいものがありました。　

この結果、営業収入（セグメント間の内部売上高又は振替高を除く)は、4,851,940千円で、前年同四半期累計期

間と比べ、213,043千円（4.6％）の増収となり、全セグメントの96.3%を占めております。　

しかしながら、経費増加等の影響で、セグメント利益（営業利益）は、304,004千円で、前年同四半期累計期間と

比べ、58,346千円（16.1％）の減益となりました。
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②自動車運送事業

当セグメントにおきましては、引き続き厳しい状況が続きました。

この結果、営業収入（セグメント間の内部売上高又は振替高を除く)は、180,325千円で、前年同四半期累計期間

と比べ、10,125千円（5.3%）の減収となり、全セグメントの3.6%を占めております。

セグメント損失（営業損失）は、45,897千円で、前年同四半期累計期間と比べ、10,912千円（前年同四半期累計

期間は△34,984千円）の減益となりました。

 

③その他

当セグメントにおきましては、前年同四半期累計期間と比べ、輸入関連の荷動きが減少したことにより、海上保

険収入が伸び悩みました。

この結果、営業収入は、6,667千円で、前年同四半期累計期間と比べ、345千円（4.9％）の減収となり、全セグメ

ントの0.1%を占めております。

セグメント利益（営業利益）は、6,564千円で、前年同四半期累計期間と比べ、312千円（4.5％）の減益となりま

した。

 

(2)  財政状態の分析

（流動資産）

当第３四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末より310,334千円増加して3,700,424千円となりまし

た。これは立替金の増加150,219千円、現金及び預金の増加114,204千円、営業未収入金の増加39,096千円等による

ものであります。　

（固定資産）　

当第３四半期会計期間末における固定資産は、前事業年度末より48,936千円増加して2,359,452千円となりまし

た。これは投資有価証券の増加89,573千円、のれんの減少20,948千円等によるものであります。

（繰延資産）　

当第３四半期会計期間末における繰延資産は、前事業年度末より1,354千円増加して15,392千円となりました。こ

れは社債発行に伴う社債発行費の増加1,354千円によるものであります。　

（流動負債）　

当第３四半期会計期間末における流動負債は、前事業年度末より30,667千円増加して2,166,486千円となりまし

た。これは営業未払金の増加55,832千円、１年内償還予定の社債の増加47,600千円、１年内返済予定の長期借入金

の減少28,580千円、賞与引当金の減少28,120千円等によるものであります。　

（固定負債）　

当第３四半期会計期間末における固定負債は、前事業年度末より204,763千円増加して1,773,860千円となりまし

た。これは長期借入金の増加110,960千円、社債の増加60,850千円等によるものであります。　

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産は、前年事業度末より125,183千円増加して2,134,921千円となりまし

た。これは繰越利益剰余金の増加61,419千円、その他有価証券評価差額金の増加63,953千円等によるものでありま

す。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 150,000,000

計 150,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 62,280,394 62,280,394
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株
であります。

計 62,280,394 62,280,394 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年12月31日 － 62,280,394 － 2,394,398 － 314,304
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
　普通株式

104,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 61,310,000 61,310 －

単元未満株式 普通株式 866,394 － －

発行済株式総数  62,280,394 － －

総株主の議決権  － 61,310 －
 

　（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が12,000株

　　　　　　（議決権12個）含まれております。

　　　　２　「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社保有の自己株式629株が含まれております。

② 【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 大阪市西区西本町     

株式会社大運 1-10-10 104,000 － 104,000 0.16

計 － 104,000 － 104,000 0.16
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社大運(E04247)

四半期報告書

 7/17



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成26年10月１日から平成26年

12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期財務諸表につ

いて、かがやき監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

　　当社は子会社を有していないので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,169,021 2,283,225

  受取手形 5,155 ※１  2,487

  営業未収入金 785,641 824,738

  立替金 399,580 549,799

  その他 36,912 50,037

  貸倒引当金 △6,220 △9,865

  流動資産合計 3,390,089 3,700,424

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 185,919 174,974

   構築物（純額） 3,815 3,513

   機械及び装置（純額） 14,325 14,883

   車両運搬具（純額） 42,627 39,933

   工具、器具及び備品（純額） 10,806 10,666

   土地 576,183 576,183

   リース資産（純額） 31,353 24,036

   有形固定資産合計 865,031 844,192

  無形固定資産   

   のれん 363,103 342,155

   その他 98,394 80,595

   無形固定資産合計 461,498 422,750

  投資その他の資産   

   投資有価証券 728,911 818,485

   差入保証金 94,934 96,491

   その他 409,203 427,380

   貸倒引当金 △249,062 △249,847

   投資その他の資産合計 983,986 1,092,509

  固定資産合計 2,310,516 2,359,452

 繰延資産   

  社債発行費 14,037 15,392

  繰延資産合計 14,037 15,392

 資産合計 5,714,644 6,075,268
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形 39,886 ※１  42,271

  営業未払金 521,269 577,102

  短期借入金 705,800 698,000

  1年内償還予定の社債 147,600 195,200

  1年内返済予定の長期借入金 541,168 512,588

  未払金 52,215 36,678

  未払法人税等 27,279 2,935

  賞与引当金 36,733 8,613

  その他 63,856 93,096

  流動負債合計 2,135,809 2,166,486

 固定負債   

  社債 488,600 549,450

  長期借入金 802,752 913,712

  退職給付引当金 195,385 246,146

  その他 82,359 64,552

  固定負債合計 1,569,096 1,773,860

 負債合計 3,704,905 3,940,346

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,394,398 2,394,398

  資本剰余金   

   資本準備金 314,304 314,304

   その他資本剰余金 433,446 433,446

   資本剰余金合計 747,751 747,751

  利益剰余金   

   利益準備金 5,856 5,856

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 △978,272 △916,852

   利益剰余金合計 △972,416 △910,996

  自己株式 △10,575 △10,765

  株主資本合計 2,159,158 2,220,388

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 △149,419 △85,466

  評価・換算差額等合計 △149,419 △85,466

 純資産合計 2,009,738 2,134,921

負債純資産合計 5,714,644 6,075,268
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

営業収入 4,836,361 5,038,933

営業原価 4,502,020 4,753,238

営業総利益 334,341 285,695

販売費及び一般管理費 251,915 275,999

営業利益 82,426 9,696

営業外収益   

 受取利息 138 104

 受取配当金 13,273 16,441

 受取家賃 13,250 22,113

 受取手数料 7,426 17,736

 雑収入 15,031 26,967

 営業外収益合計 49,119 83,363

営業外費用   

 支払利息 36,264 35,639

 社債発行費償却 1,806 2,663

 貸倒引当金繰入額 － 1,236

 雑損失 409 6,486

 営業外費用合計 38,480 46,026

経常利益 93,065 47,033

特別利益   

 固定資産売却益 2,652 3,059

 投資有価証券売却益 38,081 22,316

 特別利益合計 40,733 25,376

特別損失   

 固定資産除却損 42 75

 投資有価証券評価損 2,499 －

 特別損失合計 2,542 75

税引前四半期純利益 131,256 72,334

法人税、住民税及び事業税 19,597 10,915

法人税等合計 19,597 10,915

四半期純利益 111,658 61,419
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第３四半期累計期間
(自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日)

税金費用の計算

税金費用については、当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
 

 

 

(四半期貸借対照表関係)

※１　四半期会計期間末日満期の手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理して

　　おります。

　　　　　 なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の第３四半期会計期間末日満期手

　　　　　 形が、第３四半期会計期間末残高から除かれております。

 前事業年度

（平成26年３月31日）

当第３四半期会計期間

（平成26年12月31日）

　受取手形   －千円 　704千円

　支払手形    －千円 12,443千円
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりで

あります。

 前第３四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
　　至　平成25年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
　　至　平成26年12月31日）

減価償却費 65,192千円 60,607 千円

のれんの償却額 20,948千円 20,948 千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

 

１　配当に関する事項

該当事項はありません。

 

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の

　末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第３四半期累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１　配当に関する事項

該当事項はありません。

 

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の

　末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

合計
（注）３港湾運送事業

自動車運送
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 4,638,897 190,450 4,829,348 7,013 4,836,361 － 4,836,361

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

1,192,701 333,147 1,525,848 － 1,525,848 △1,525,848 －

計 5,831,599 523,597 6,355,197 7,013 6,362,210 △1,525,848 4,836,361

セグメント利益又は損失
（△）

362,350 △34,984 327,366 6,877 334,243 △251,817 82,426
 

(注) １.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険その他を含んでおります。

２.　セグメント利益の調整額の内容は、△251,817千円は全社費用であり、その内容は主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３.　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

合計
（注）３港湾運送事業

自動車運送
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 4,851,940 180,325 5,032,265 6,667 5,038,933 － 5,038,933

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

1,279,441 329,900 1,609,341 － 1,609,341 △1,609,341 －

計 6,131,381 510,225 6,641,607 6,667 6,648,275 △1,609,341 5,038,933

セグメント利益又は損失
（△）

304,004 △45,897 258,106 6,564 264,671 △254,975 9,696
 

(注) １.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険その他を含んでおります。

２.　セグメント利益の調整額の内容は、△254,975千円は全社費用であり、その内容は主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３.　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

 

　　　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
 

 
前第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

　１株当たり四半期純利益金額 1円79銭  0円98銭

　（算定上の基礎）   

　四半期純利益金額（千円） 111,658 61,419

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 111,658 61,419

　普通株式の期中平均株式数（千株） 62,181 62,176
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月12日

株式会社　大運

取締役会  御中

かがやき監査法人
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   三   原   康   則   印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   奥   村   隆   志   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大運の

平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第95期事業年度の第３四半期会計期間(平成26年10月１日から平成26年12

月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大運の平成26年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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